
－1－

Ӊ土ࢢຒଂจԽࡒௐࠪใࠂॻୈ��ू

轟貝塚Ⅱ
ʕɹฏ��ʙ��ʢୈ̕ʙ࣍��ʣൃ۷ௐࠪ֓ཁใࠂॻɹʕ

２�̌ �１�̓

ҭҕһձڭࢢӉݝຊ۽

hyoushi-mokuzi.indd   1 2017/03/10   11:18:44



－2－

序　　จ
　宇土市を含む有明海Ԋ؛には，その豊かな生物資源を背景に，貝塚をはじめとした縄文時代の遺跡が
多数残されています。なかでも轟貝塚は古くから世に知られ，今日著名な数々の研究者により調査が行
われてきた歴史を持ち，九州の縄文時代前期を代表する轟式土器の標式遺跡であることと併せ，考古学
史上非常に重要な遺跡です。
　轟貝塚は昭和33年に宇土市の史跡に指定され，教育委員会ではこれまでに範囲確認調査や過去に大学
等が行った調査資料の再整理などを実施してきました。本書は，それに続く貝塚周辺発掘調査及び貝塚
中心部の発掘調査の概要報告です。特に貝塚中心部の調査は，過去に慶應義塾大学を中心に調査が行わ
れてから約50年，京都大学が最初に発掘調査をした時からは約100年ぶりの調査であり，過去の調査成
果に立٭しながらも，当時は明らかにし得なかった新たな事実が確認されています。
　これらの調査を進めるにあたってޚ指導・ޚ協力いただきました文化庁記念物課ならびに熊本県教育
庁文化課，宇土市重要遺跡保存活用検討委員会の先生方をはじめ，関係各位に心よりँײਃし上げます。

平成29年３月　
宇土市教育長　太田　耕幸
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ຊจ࣍

１　本書は，熊本県宇土市宮庄町に所在する宇土
市指定史跡・轟貝塚において平成２３～２８年度
に行った発掘調査の概要報告書である。発掘調
査は，宇土市内遺跡発掘調査等事業（国ݿ補
ॿ事業）に伴い宇土市教育委員会が実施した。

２　調査は平成２３～２５年度には遺跡の範囲確認
調査として，平成２６～２８年度は過去に行われた
調査の再発掘調査を基本として，貝塚中心部に
対し実施した。調査地は宇土市宮庄町字居屋敷，
須崎，及び石橋町に所在する。

３　発掘調査は芥川博士（宇土市教育委員会文化
課技師）が担当した。

４　本書に掲載した調査位置図の作成は山口陽子，
廣瀬恵子，中川ゆかり，内田美和，秦翔平，松
浦正朋，竹村南洋，及び芥川が行った。

５　発掘調査時及び遺物の写真は芥川がࡱ影した。
６　本書のૠ図で用いた平面直角࠲標及び方位は

世界測地系を使用している。
７　本書のࣥ筆・編集は芥川が行った。
８　出土遺物その他の関連記録は，宇土市教育委

員会（宇土市新小路町95）に収蔵・保管して
いる。
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轟貝塚の位置（１/20,000,000：ࠨ　　右：１/2,000,000）

0 50km

᭷

᫂

ᾏ

Ᏹ土
�༙ᓥ

ኳ　ⲡ　ℿ

⋞　⏺　ℿ
周　㜵　ℿ

ඵ

代

ᾏ

�༙ᓥ
宇土市

௩߾௩߾

宇土市

図１　轟貝塚周辺遺跡地図ʜʜʜʜʜʜʜʜʜ３
図２　貝塚想定範囲と
　　　周辺発掘調査位置図ʜʜʜʜʜʜʜʜʜ５

図３　貝塚中心部調査位置図 ʜʜʜʜʜʜʜʜ５
図４　轟貝塚基本層序及び
　　　土地利用の変遷 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ12

ද࣍
表１　轟貝塚調査史ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ４

ࣸਅ࣍
写真１　標準土層断面（４Ｔ南東壁） ʜʜʜʜ９
写真２　集石検出状況（８Ｔ） ʜʜʜʜʜʜʜ９
写真３　集石に伴う遺物  ʜʜʜʜʜʜʜʜʜ９
写真４　５号人骨検出状況 （８Ｔ） ʜʜʜʜʜ10
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